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本
田
あ
き
こ
副
会
長
の
全
国
訪
問
活
動
は
、

3
月
21
日
〜
23
日
の
香
川
県
を
最
後
に
、
無
事

ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
。
元
気
に
活
動
で
き
た
の

は
、
訪
問
先
の
薬
剤
師
連
盟
と
会
員
の
方
々
の

お
蔭
で
あ
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

●
熊
本
県
（
2
月
25
日
〜
3
月
1
日
）

　
地
元
熊
本
の
訪
問
活
動
は
、
熊
本
市
か
ら
開

　
本
田
あ
き
こ
副
会
長
の
大
学
卒
業
後
初
め
て

の
職
場
は
卸
会
社
で
あ
り
、
卸
勤
務
は
通
算
4

年
7
か
月
に
及
ん
だ
。
全
国
の
支
部
訪
問
活
動

に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
県
で
卸
会
社
の
事
業

所
の
朝
礼
時
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
挨
拶
と

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
配
布
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
事
業
所
に
よ
っ
て
は
、
室
内
ポ

ス
タ
ー
の
貼
付
の
み
な
ら
ず
、
本
田
副
会
長
の

等
身
大
パ
ネ
ル
を
置
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

始
さ
れ
、
天
草
地
区
、
県
南
地
区
、
県
北
地
区

を
回
り
、
熊
本
市
に
戻
っ
た
。
特
に
県
北
地
区
に

は
本
田
副
会
長
の
本
籍
地
で
あ
る
南
関
町
が
あ

り
、
ま
さ
に
故
郷
を
巡
る
よ
う
な
思
い
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
握
手
し
た
人
数
は
7
2
1
人
。

●
宮
崎
県
（
3
月
5
日
〜
8
日
）

　
日
向
、
延
岡
、
高
鍋
、
西
都
、
え
び
の
、
小

林
、
都
城
、
日
南
を
回
り
、
最
後
は
宮
崎
市
で

　
ま
た
、
日
本
薬
業
政
治
連
盟
か
ら
は
、
全
国

の
支
部
長
名
簿
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
都
道
府

県
後
援
会
と
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
支
部
訪
問
活
動
で
訪
問
し

た
卸
の
事
業
所
は
3
3
6
カ
所
で
、
薬
局
に
次

い
で
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
3
月
4
日
（
月
）
、
本
田
あ
き
こ
副
会
長
は

山
本
会
長
と
と
も
に
日
本
薬
業
政
治
連
盟
の
鹿

目
会
長
を
訪
問
し
、
政
策
協
定
書
を
取
り
交
わ

し
た
。
写
真
は
、
政
策
協
定
書
に
署
名
す
る
お

二
人
と
山
本
会
長
を
含
め
た
ス
リ
ー
シ
ョ
ッ
ト

で
あ
る
。

　
な
お
、
本
号
の
「
フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く
」

は
鹿
目
会
長
を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
風
力
計

は
、
日
本
薬
剤
師
会
理
事
で
卸
会
社
の
役
員
で

あ
る
一
條
先
生
に
執
筆
を
お
願
い
し
た
。

あ
っ
た
。
初
め
の
三
日
間
は
、
夜
研
修
会
が

行
わ
れ
、
続
け
て
励
ま
す
会
が
開
催
さ
れ
、

Som
ething Orange

で
盛
り
上
が
っ
た
と

の
こ
と
。
都
城
で
は
元
参
議
院
議
員
で
薬
剤
師

の
長
峯
基
先
生
に
お
会
い
し
た
。
握
手
し
た
人

数
は
1 

1 

8 

1
人
。

●
大
分
県
（
3
月
12
日
〜
15
日
）

　
大
分
市
、
佐
伯
、
臼
杵
、
津
久
見
、
日
田
、

本
田
あ
き
こ
副
会
長
、全
国
訪
問
の
旅

第十四弾
全
国
訪
問
の
旅
、２
巡
目
が
３
月
末
で
終
了
！

日
本
薬
業
政
治
連
盟
か
ら
力
強
い
支
援
！

風力計
薬
機
法
改
正
と

適
正
流
通（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
昨
年
開
催
さ
れ
た
厚
生
科
学
審
議
会・医
薬
品

医
療
機
器
制
度
部
会
で
は
、医
薬
分
業
と
薬
局・薬

剤
師
の
あ
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
医
薬
品
卸
売
販
売
業
に
関
係
す
る
討
議

も
行
わ
れ
、2
0
1
8
年
12
月
25
日
に
は
、「
薬
機

法
等
制
度
改
正
に
関
す
る
と
り
ま
と
め
」
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、こ
の
公
表
を
受
け
、医
薬

品
卸
売
販
売
業
に
お
い
て
は
、
業
許
可
と
そ
の
体

制
、
管
理
者（
管
理
薬
剤
師
）に
求
め
ら
れ
る
要
件

等
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
や
医
薬
品
情
報
提
供
の
あ
り
方
、
添
付
文
書
の

電
子
化
等
、
省
令
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
も
含
め
た

薬
機
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
国
会
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
1
8
年
12
月
28
日
に
は
厚
生
労
働

省
よ
り
関
係
業
界
に
医
薬
品
の
完
全
性
を
保
持
し

な
が
ら
流
通
の
適
正
化
を
図
る
手
段
と
し
て
、
厚

生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
に
お
い
て
取
り
ま
と

め
ら
れ
た「
医
薬
品
の
適
正
流
通（
G
D
P
）ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
周
知
す
る
事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ
ま

し
た
。
医
薬
品
に
お
い
て
は
、流
通
時
に
も
そ
の
品

質
が
劣
化
し
な
い
よ
う
に
厳
密
な
品
質
管
理
や
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
医
薬
品
流
通
に
関
わ
る

薬
剤
師
に
と
っ
て
は
、適
正
管
理
の
当
事
者
、ま
た
、

責
任
者
と
し
て
そ
の
役
割
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て

お
り
、今
ま
で
に
な
い
歴
史
的
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
を
迎
え
る
と
思
い
ま
す
。
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ

て
い
る
社
会
的
役
割
は
、
医
薬
品
の
供
給
そ
の
他

薬
事
衛
生
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、公
衆
衛

生
の
向
上
及
び
増
進
に
寄
与
し
、
も
っ
て
国
民
の

健
康
な
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
こ
の
精
神
を
大
切
に
し
、
そ
の
想

い
を
つ
な
ぎ
明
日
へ
挑
む
姿
勢
が
望
ま
れ
ま
す
。
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玖
珠
、
別
府
、
坂
ノ
市
、
大
在
、
竹
田
、
豊
後

大
野
、
大
分
と
回
り
、
最
終
日
は
、
中
津
、
宇

佐
、
豊
後
高
田
、
国
東
を
訪
問
し
た
。
3
日
目

の
大
分
市
で
は
、
女
性
・
若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
た
。
握
手
し
た
人
数
は
7
1
3
人
。

●
徳
島
県
（
3
月
18
日
〜
20
日
）

　
徳
島
市
、
小
松
島
、
那
賀
、
阿
南
、
三
好
、
美

馬
、
吉
野
川
、
阿
波
、
名
西
、
板
野
、
鳴
門
と
回

り
、香
川
県
に
引
き
継
ぎ
と
な
っ
た
。
18
日
、19

日
の
夜
は
、
集
会
に
出
席
し
講
演
を
行
っ
た
。

ま
た
、
訪
問
活
動
の
途
中
で
輸
液
メ
ー
カ
ー
を

訪
問
し
、
従
業
員
の
方
々
と
握
手
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
握
手
し
た
人
数
は
7
8
5
人
。

●
香
川
県
（
3
月
20
日
〜
23
日
）

　
徳
島
県
鳴
門
病
院
で
徳
島
県
か
ら
引
き
継

ぎ
、
東
か
が
わ
、
小
豆
島
、
高
松
、
綾
歌
、
坂

出
、
丸
亀
、
善
通
寺
、
仲
多
度
、
観
音
寺
、
三

豊
と
回
っ
た
。
21
日
〜
23
日
と
も
に
ミ
ニ
集
会

が
開
催
さ
れ
た
。
香
川
県
の
訪
問
は
、
祝
日
と

土
曜
日
と
な
っ
た
た
め
、
4
月
に
再
度
訪
問
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
握
手
し
た
人
数
は

7
5
6
人
。

　３月９日（土）、第一薬科大学の学位記授与式に
招かれ、卒業生の皆様にお祝いの挨拶をする機
会を得ることが出来ました。未来の薬剤師が自
信を持って社会の為に働くことが出来る環境を
作る必要性を改めて認識しました。

薬科大学の
学位記授与式に招かれる！

卸の皆様へ
　医薬品卸会社の最終面接時、全くパソコンが出来なかった私は、面接
官より「君は仕事をやる気があるのか」と言われました。悔しくて、その
足で秋葉原にノートパソコンを買いに行き、必死に練習をし、医薬品情
報部に配属となったとき「割とできるようになったね」といわれ、大変う
れしかったことを覚えています。社会人としての基礎をはじめ、全ての
ことを学ばせていただいたのが卸勤務時です。
　薬剤師は医薬品なくして業務が出来ません。その医薬品を安定的に
供給する卸の役割は大変重要です。熊本地震の災害対策時には、卸の
役割の重要性を再確認しました。インフルエンザのパンデミックの時、
地下鉄サリン事件の時、必要な医薬品の供給のために尽くされたことを
一般の方々は知らないと思います。ただ、医薬品を運んでいるという認
識が、薬剤師や薬局勤務者にもあるように思います。大切な医薬品が安
定して届けられ、地域の医療を支えていることを、現場経験者として広
く伝えるとともに、卸企業の経営安定化につながるように努力していき
たいと思っています。ともに、頑張りましょう。� 本田あきこ
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女
性
の
力

　
昨
年
５
月
、「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
施
行

さ
れ
、
こ
の
亥
年
に
施
行
さ
れ
て
初
の
統

一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
政
党

は
候
補
者
を
男
女
均
等
に
な
る
よ
う
に
努

力
を
求
め
女
性
の
立
候
補
者
を
募
り
ま
し

た
。
し
か
し
結
果
は
ど
う
で
し
ょ
う
！
？

皆
さ
ん
の
地
域
で
女
性
が
ど
れ
だ
け
立
候

補
し
、当
選
し
た
か
再
度
確
認
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
薬
剤
師
連
盟
は
女
性
を
選
び
ま
し

た
。
私
た
ち
の
職
能
と
言
う
べ
き
資
格（
薬

剤
師
）、職
場（
薬
局
・
病
院
）で
は
女
性
の
進

出
が
最
も
多
く
、女
性
パ
ワ
ー
が
な
い
と
成

り
立
た
な
い
と
さ
え
思
え
ま
す
。
し
か
し
、

地
域
薬
剤
師
会
や
都
道
府
県
薬
剤
師
会
、日

薬
代
議
員
、日
薬
役
員
と
行
動
範
囲
が
広
が

る
に
つ
れ
て
女
性
役
員
は
政
治
分
野
と
同

じ
よ
う
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な

状
況
の
中
で
、
本
田
あ
き
こ
副
会
長
は
、
薬

剤
師
へ
の「
あ
い
」と「
き
ぼ
う
」を
持
っ
て

「
こ
れ
か
ら
の
医
療
と
薬
剤
師
」
を
活
か
す

国
創
り
を
目
指
し
て
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
本
田
あ
き
こ
副
会
長
全
国
訪
問
の
旅
も

佳
境
を
迎
え
、訪
問
活
動
が
進
む
に
つ
れ
全

国
の
薬
剤
師
に
「
新
た
な
時
代
を
切
り
拓

く
」組
織
内
統
一
候
補
の「
女
性
の
本
気
」を

感
じ
て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
来
る
決
戦
に
向
け
、新
た
な
行
動

に
移
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

と
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
女
性
が
も
つ
情

報
伝
播
力
の
発
揮
が
必
要
で
す
。
ま
た
、地

域
薬
剤
師
会
に
は
意
欲
と
能
力
の
あ
る
女

性
薬
剤
師
は
必
ず
い
ま
す
。
本
田
あ
き
こ

副
会
長
に
続
く
女
性
の
進
出
を
こ
れ
か
ら

も
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
H
・
O
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　
安
東
　
哲
也
、石
井
　
甲
一

　
　
小
野
　
春
夫
、鳥
海
　
良
寛

　
　
大
澤
　
泰
輔
、大
原
　
　
整

　
　
近
藤
直
緒
美
、渡
邊
美
知
子

今
月
は
日
本
薬
業
政
治
連
盟
の
鹿
目
広
行
会
長
を
お
訪

ね
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く

　第104回の薬剤師国家試験は2月の23日、24日に実施され、3月25日、
その結果が発表されました。薬学教育6年制課程修了者を対象とした国
家試験は、今回で8回目となります。今年は1万4,376人が受験し、1万
194人が合格しました。平成28年の第101回の1万1,488人に次ぐ合
格者数となり、合格率は70.91%（新卒者のみでは85.50%）となってい
ます。
　厚生労働省によれば、全国の薬剤師数は平成28年末の調査で初めて30
万人を超え、そのうちの約75%が薬局及び医療施設に従事し、その人数は
毎年確実に増加しています。しかしながら、その需給状況は地域によって
大きく異なり、大都市部での薬剤師確保は他地域に比べて良好なものの、
地方都市などでは、薬剤師の確保に苦慮しているとの声が、薬局経営者や
医療機関関係者から多く聞かれるところとなっています。
　薬科大学・大学薬学部は2003年頃から新設の動きが加速し、国公立大
学の18校と併せ、それまでの46校から74校となりました。薬学部の定
員数は約1万3,000人を数え、入学者数が定員に満たない学校も現れる状
況となっています。一方で薬剤師不足に悩む地方都市では薬学部新設の
要望も強く、昨年4月に山陽小野田市立山口東京理科大学が山口県に開校
されたのに続き、来年4月には、岐阜県の岐阜医療科学大学に薬学部が開
設されます。毎年1万人近くの薬剤師が新たに送り出される現状を考え
ると、薬剤師の将来の過剰が危惧されるのも当然のことと思います。
　厚生労働省は平成30年度から、薬剤師の将来需給予測を行う研究事業
を進めています。薬剤師の需給の見通しをしっかりと立て、正確な需給予
測に基づく薬学教育定員枠の早急な設定と薬学教育の一層の充実を図る
ことにより、優れた薬剤師を世の中に送り出していくことが、「患者のため
の薬局ビジョン」の一早い実現につながるものと思います。

Report
もとゆき 藤井もとゆき国会レポート

薬剤師の需給

薬剤師・薬学博士
自由民主党組織運動本部本部長代理・参議院議員

藤井もとゆき

フ
ァ
ー
マ
く
ん
　
以
下
、
フ
ァ
ー
マ
　
こ
ん
に
ち

は
、
フ
ァ
ー
マ
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
貴
重
な
お

時
間
を
、
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た
め
に
割
い
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
本

連
盟
の
組
織
内
候
補
で
あ
り
ま
す
本
田
あ
き
こ
副

会
長
に
対
し
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
鹿
目

会
長
の
出
身
地
や
こ
れ
ま
で
の
経
歴
を
教
え
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鹿
目
会
長
　
出
身
は
福
島
県
会
津
若
松
市
で
す
。

昭
和
47
年
に
上
京
し
、
福
神
株
式
会
社
（
現
ア
ル

フ
レ
ッ
サ
株
式
会
社
）
に
入
社
し
ま
し
た
。
入
社

後
は
現
場
の
営
業
職
と
し
て
医
療
用
医
薬
品
の
販

売
に
あ
た
り
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
医
薬
分
業
は

進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
販
売
先
は
病
院

や
診
療
所
が
中
心
で
し
た
。
そ
の
後
、
営
業
所
長
、

営
業
部
長
、
営
業
本
部
長
を
経
て
平
成
21
年
か
ら

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
株
式
会
社
の
社
長
を
7
年
務
め
ま

し
た
。
現
在
は
ア
ル
フ
レ
ッ
サ
株
式
会
社
と
ア
ル

フ
レ
ッ
サ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
会
長

を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
26
年
1
月
か
ら

日
本
薬
業
政
治
連
盟
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
お
仕
事
で
大
変
ご
多
忙
だ
と
思
い
ま

す
が
、
ご
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
等
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

鹿
目
会
長
　
若
い
こ
ろ
か
ら
バ
イ
ク
や
自
動
車
に

と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
り
、
あ

こ
が
れ
の
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
車
を
購
入
し
て
乗
り

回
し
て
い
ま
し
た
ね
。
今
も
ク
ル
マ
は
見
る
の
も

運
転
す
る
の
も
好
き
で
す
。

　
そ
れ
と
、
ゴ
ル
フ
で
す
。
年
齢
を
重
ね
て
も
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
ね
。
プ
レ
ー
も
面
白
い
で

す
が
、
プ
レ
ー
中
の
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
日
本
薬
業
政
治
連
盟
の
課
題
等
に
つ

い
て
教
え
て
頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鹿
目
会
長
　
我
々
医
薬
品
卸
業
界
は
今
ま
で
は
目

立
た
な
い
存
在
で
し
た
。
し
か
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

や
災
害
を
通
じ
、
医
薬
品
流
通
が
社
会
的
に
注
目

さ
れ
、
医
療
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
と
の
認
識
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
医
薬
品
流
通
に

関
す
る
社
会
的
責
任
も
重
く
、
こ
の
説
明
責
任
の

一
端
を
担
う
の
が
日
本
薬
業
政
治
連
盟
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
薬
業
界
は
税
金
や
保
険
制
度
、
患
者
さ
ん
の
負

担
な
ど
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
、
公
的
意
味
合
い
の

強
い
業
界
で
も
あ
り
ま
す
。
ひ
っ
迫
す
る
医
療
財

政
の
な
か
で
、
医
薬
品
流
通
の
高
度
化
と
効
率
化

を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
安
心
で
安
全
な
流
通
の
仕

組
み
を
将
来
に
亘
っ
て
担
保
し
続
け
る
と
い
う
責

務
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
日
本
薬
業
政
治
連
盟
の
会
長
と
し
て
、

連
盟
活
動
を
行
う
上
で
特
に
気
を
遣
わ
れ
て
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
聞
か
せ
て
頂
け
な

い
で
し
ょ
う
か
。

鹿
目
会
長
　
現
在
の
医
療
業
界
の
環
境
は
激
変
の

渦
中
に
あ
り
、
様
々
な
制
度
改
革
が
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
。
我
々
は
決
し
て
業
界
の
利
益
代
表
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
よ
り
良
い

医
療
を
目
指
し
た
改
革
や
効
率
化
、
国
民
の
健
康

の
た
め
に
資
す
る
改
革
に
は
賛
成
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
数
字
あ
わ
せ
の
よ
う
な
対
策
や
混
乱
を
招

く
よ
う
な
手
直
し
に
は
し
っ
か
り
と
意
見
を
発
信

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、

流
通
の
近
代
化
と
効
率
化
に
つ
い
て
は
自
ら
の
課

題
と
と
ら
え
、
効
率
的
な
医
薬
品
流
通
の
構
築
に

向
け
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
自
ら
が
努
力
す
べ
き
は
真
摯
に
対
応
し
て
汗
を

流
し
つ
つ
、
政
治
の
力
を
お
借
り
し
て
社
会
的
に

訴
え
る
べ
き
は
正
し
く
伝
え
る
、
そ
う
い
う
機
能

を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
そ
れ
で
は
本
田
あ
き
こ
副
会
長
の
こ

と
で
、
い
く
つ
か
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
会
長
は
、
日

本
薬
剤
師
連
盟
の
組
織
内
統
一
候
補
に
決
定
さ
れ

る
以
前
か
ら
、
本
田
副
会
長
を
ご
存
じ
だ
と
お
伺

い
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
お
知
り
合
い
な
の
か

聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

鹿
目
会
長
　
本
田
あ
き
こ
副
会
長
は
平
成
10
年
に

福
神
株
式
会
社
に
入
社
さ
れ
、
卸
の
管
理
薬
剤
師

を
務
め
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。

薬
剤
師
と
し
て
卸
勤
務
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
あ
と
薬
局
や
メ
ー
カ
ー
で
の
勤
務
も

ご
経
験
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
会
長
の
ご
指
示
で
本
社
の
み
な
ら
ず
、

地
方
の
営
業
所
に
ま
で
、
本
田
副
会
長
の
等
身
大

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
本
田
副
会
長
の
印
象
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

鹿
目
会
長
　
と
て
も
実
直
で
信
頼
で
き
る
方
、
そ

う
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
社
会
は
複
雑
化

し
て
お
り
、
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
を
担
う
に
は
、
豊
富
な
経
験
と
誠
実
な

人
柄
の
両
面
を
併
せ
持
つ
本
田
副
会
長
は
適
材
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
日
本
薬
業
政
治
連
盟
で
は
、
本
田
副

会
長
の
支
援
者
名
簿
収
集
活
動
を
強
力
に
展
開
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
田
副
会
長
に
対
す

る
期
待
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

鹿
目
会
長
　
先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

我
々
医
薬
品
卸
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
下
に
あ
っ

て
も
安
心
安
全
で
効
率
的
な
医
薬
品
流
通
を
担
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
田
あ

き
こ
副
会
長
は
そ
の
ご
経
歴
が
示
す
と
お
り
、
メ
ー

カ
ー
、
卸
、
薬
局
と
医
薬
品
が
患
者
さ
ん
に
届
く

ま
で
の
全
て
の
段
階
で
の
ご
経
験
が
あ
り
、
医
薬

品
流
通
を
熟
知
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
医
療
の
方

向
性
や
実
務
に
も
明
る
い
本
田
あ
き
こ
副
会
長
は

我
々
に
と
っ
て
、
と
て
も
力
強
い
存
在
で
あ
る
と

大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
最
後
に
、
会
長
の
人
生
に
お
け
る

モ
ッ
ト
ー
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

鹿
目
会
長
　
私
の
出
身
地
で
は
、
子
供
の
こ
ろ
か

ら
「
あ
い
づ
っ
こ
宣
言
」
と
い
う
も
の
を
繰
り
返

し
叩
き
込
ま
れ
ま
す
。
昔
か
ら
脈
々
と
続
い
て
い

る
行
動
規
範
で
す
。「
や
っ
て
は
な
ら
ぬ
　
や
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
　
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
も
の
で
す
」　

こ
の
意
識
は
身
に
染
み
つ
い
て
い
ま
す
。
厳
し
い

局
面
に
な
っ
て
も
、
逃
げ
出
し
た
り
正
面
か
ら
ぶ

つ
か
る
の
を
避
け
る
よ
う
な
、
ず
る
い
人
間
に
は

な
り
た
く
な
い
で
す
ね
。
ど
ん
な
時
も
必
死
に
取

り
組
み
、「
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
出
し
て
働
く
」
こ

と
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
人
生
も

豊
か
に
な
る
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
本
日
は
、
貴
重
な
時
間
を
さ
い
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
本
田
あ
き
こ
副
会
長
へ
の
多
大
な
る
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


